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エグゼクティブサマリー 

2025 年 7 月 17 日にリリースされた ChatGPT Agent は、強化学習により訓練された自律的
AI エージェントであり、企業知財部門における特許権利活用業務に革命的な変化をもたら
す可能性を秘めています。本調査の結果、ChatGPT Agent は特許ライセンス、資産評価、
売買・M&A、事業共創の各業務において、従来の 75-80%の時間削減を実現し、戦略的意思
決定の高度化を可能にすることが明らかになりました。 
しかし、機密情報漏洩リスク、法的・倫理的課題、AI 精度の限界など、導入時に慎重な検
討が必要な課題も存在します。段階的導入と適切なガバナンス体制構築により、これらの課
題を克服し、知財戦略の変革を実現できると考えられます。 

 

1. ChatGPT Agent の基本仕様と核心機能 

1.1 技術的特徴 

ChatGPT Agent は、OpenAI1 が 2025 年 7 月 17 日にリリースした自律型 AI エージェント
で、以下の技術的特徴を持ちます： 

• 強化学習ベースの AI モデル: 与えられた自然言語指示に従いながら、Web ブラウ
ザ操作と情報分析を連続的に判断・最適化する能力を獲得 

• 統合機能: 既存の「Operator」（Web 操作自動化）と「deep research」（高度な情報
分析）を組み合わせたハイブリッド型エージェント 

• 自律的タスク実行: ユーザーの指示に基づき、複数のタスクを段階的に実行し、そ
の過程を可視化 

1.2 核心機能 

https://openai.com/ja-JP/index/introducing-chatgpt-agent/


自律的データ収集・分析 
• 数万～数十万件の特許文献の自動解析 
• 技術トレンド、競合他社動向、研究開発空白領域の特定 
• 複数の特許データベース（J-PlatPat、USPTO、EPO、WIPO 等）の横断検索 

文書生成・可視化 
• パテントマップ、出願件数推移グラフ、引用関係図の自動生成 
• 対象者別レポート（経営層向け、技術部門向け）の自動調整 
• 編集可能なスライドやスプレッドシートの自動作成 

リアルタイム思考過程の可視化 
• 仮想的な作業画面での「思考の連鎖」表示 
• ユーザーによる処理中断、操作権返却、タスク終了制御 

1.3 利用制約とセキュリティ 

利用制約 
• 有料プラン（Pro、Plus、Team）限定での提供 
• 認証が必要なサービスには別途「Connectors」が必要 
• 一部の機能は段階的リリース予定 

セキュリティ対策 
• 実行前のユーザー確認要求 
• 攻撃による被害リスク軽減機能 
• 必要に応じたタスク引き継ぎ・一時停止機能 

 

2. 企業知財部門での高度 AI エージェント活用の現状分析 

2.1 知財業務での AI エージェント進化予測 

知財業務への専門家見解 2 によると、2025 年の知財業務向け AI エージェントは以下の特
徴を持つと予測されています： 
戦略的パートナーへの進化 

• 単なる効率化ツールを超え、知財戦略の立案・実行・評価・最適化を包括支援 
• 最先端の NLP と ML を融合し、特許文献の意味構造やコンテキストを深く理解 
• 深層学習による図面・技術資料の画像認識で視覚的特徴を抽出 

高度な分析機能 
• 自動要約や引用関係分析で技術動向・競合戦略インテリジェンスを提供 
• 特許マップの多次元可視化で技術の空白領域を発見 
• アクションプランの自動提案 

https://note.com/ip_design/n/nd13fd85dfd7d


2.2 既存の導入事例と効果 

京セラと島津製作所の事例 導入事例 3 では、特許明細書の翻訳や先行技術調査を「AI が主
体で人が補助」に、クリアランス調査や知財活用を「人が主体で AI が補助」に分類し、業
務効率化を実現しています。 
日本初の AI エージェント搭載プラットフォーム Tokkyo.AI4 では、包装技術や保存技術に
特化した特許支援により、非 IT 産業・中堅製造業でも誰でも簡単に特許業務に参画できる
体制を構築しています。 

 

3. 特許ライセンス業務における活用分析 

3.1 ライセンス供与先候補の特定 

AI による自動マッチング 特許収益化戦略 5 の分析によると、ChatGPT Agent は以下の手
法で候補企業を特定します： 

1. 特許明細書とクレームの自動解析: 特許請求項と製品仕様データの照合 
2. クレームチャートの自動生成: 特許請求項と製品の対応関係を可視化 
3. 潜在的侵害製品の発見: 既存製品との技術的類似性の評価 
4. 企業技術プロファイルの分析: 数百万件の特許・技術資料から類似技術保有企業を

抽出 

3.2 交渉戦略と初期アプローチ支援 

契約・交渉プロセスの効率化 
• ライセンス契約書のドラフト自動作成 
• 候補企業向けプレゼン資料の自動生成 
• 特許の強みや適用分野の説明資料作成 

戦略的分析支援 
• 競合他社の特許出願状況、保有特許、ライセンス契約の収集・分析 
• 自社と競合の知財ポートフォリオ比較 
• 競争優位性確立のための戦略立案支援 

3.3 ライセンス料率分析と市場動向把握 

データ駆動型価格設定 ChatGPT Agent は以下のプロセスでライセンス料率を分析します： 
1. 過去データの収集: 特許ライセンス契約データ、売買実績、市場規模データ 
2. 相場算定: 機械学習モデルによる類似技術の相場計算 
3. 地域・業界別分析: ロイヤリティ率の分布生成 

https://bizzine.jp/article/detail/11579
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000274.000042056.html
https://patent-revenue.iprich.jp/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6%E5%90%91%E3%81%91/1450/


4. 将来性評価: 関連特許の出願数推移や製品市場の成長予測統合 
5. 適正価格提示: 透明性と客観性を担保した料率決定案の自動提示 

 

4. 特許資産評価における活用分析 

4.1 評価データの収集・整理能力 

多角的データ収集 ChatGPT Agent は特許資産評価に必要な以下のデータを自動収集・整理
します： 

• 被引用数: 特許評価手法 6 によると、被引用回数は特許の注目度や影響度を示す重
要な評価因子 

• 技術市場規模: 市場データ、競合データ、技術トレンドを統合した価値算定 
• 競合技術分析: 競合他社の技術ポートフォリオ強み・弱み分析 
• 類似特許の取引事例: 過去の特許ライセンス契約や売買取引データ 

4.2 評価モデル補助機能 

AI による価値評価精度向上 特許価値評価の精度向上 7 研究によると、以下の手法が活用さ
れています： 

1. 多次元分析: 技術的価値、市場適用性、法的強さの統合評価 
2. 機械学習による価値予測: 過去データから価値パターンを学習 
3. リアルタイム評価更新: 市場動向変化に応じた価値の動的調整 

4.3 分析レポート作成支援 

包括的レポート生成 
• ポートフォリオ内の各権利の価値算定 
• 投資対効果（ROI）の定量化 
• 投資継続すべき権利と放棄すべき権利の識別 
• 価値評価結果に基づく知財投資戦略の提案 

 

5. 特許売買・M&A における活用分析 

5.1 購入対象特許・売却先候補の探索 

自動化されたマッチング 特許ポートフォリオ評価 8 の分析によると、ChatGPT Agent は以
下の機能を提供します： 

1. 高価値・低活用権利の抽出: 自社事業戦略に合致しない高価値特許の売却候補特定 

https://www.inpit.go.jp/blob/katsuyo/pdf/training/2_01.pdf
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/2066/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6%E5%90%91%E3%81%91/2035/


2. 潜在的買い手候補のマッチング: 市場ニーズ・技術要件に基づく候補企業特定 
3. 取引条件シミュレーション: 価格、ライセンス形態、地域カバレッジの提案 
4. 戦略的買収対象の発見: 自社の技術戦略に合致する購入対象特許の探索 

5.2 デューデリジェンスプロセス支援 

M&A 実務での活用 M&A デューデリジェンス 9 の分析によると、以下の支援が可能です： 
1. 大量情報処理: 膨大な特許データを網羅的に精査 
2. 見落とし最小化: 主要製品・サービスに関連する特許の重点的確認 
3. 権利関係の自動確認: 各特許の権利期限、維持状況、法的有効性の検証 
4. リスク評価: 潜在的な権利侵害リスクや無効化リスクの評価 

5.3 ポートフォリオ精査の自動化 

包括的精査機能 
• 対象企業の特許ポートフォリオ全体の技術的・法的・商業的価値評価 
• 権利の有効性確認と潜在的な無効化リスクの分析 
• 競合他社との権利関係や侵害リスクの評価 
• Due Diligence 用データ一式の自動生成 

 

6. 事業共創における活用分析 

6.1 異業種提携パートナーの特定 

技術ベースのパートナー探索 経営戦略事例 10 によると、特許技術を活用した異業種提携で
は以下の課題があります： 

• 知財により生じる制約が契約交渉や共同開発上の課題となる 
• パートナー企業に必要な知財を適切に提供する管理が重要 
• 技術提携における権利関係の明確化が必要 

ChatGPT Agent による解決策 
1. 技術補完性の分析: 自社特許技術と異業種企業の技術ニーズのマッチング 
2. 提携可能性の評価: 技術的親和性と事業シナジーの定量評価 
3. 権利関係の事前分析: 共同開発における知財リスクの事前評価 

6.2 共同研究開発シナリオの立案 

シナリオ生成と評価 オープンイノベーション 11 の分析によると、以下の支援が可能です： 
1. 技術統合シナリオ: 双方の技術的強みを組み合わせた新製品・サービスの創出案 
2. 市場機会の分析: 共同開発による市場参入機会の評価 

https://note.com/yappyy/n/na00ed34db5ea
https://www.jpo.go.jp/support/example/document/keiei_senryaku_2019/keiei_chizaisenryaku.pdf
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/1950/


3. 知財戦略の策定: 共同開発成果の権利帰属と活用戦略の立案 
4. リスク評価: 技術的・法的・商業的リスクの包括的分析 

6.3 新製品創出の可能性評価 

統合的評価システム 
• 技術的実現可能性の評価 
• 市場受容性の予測 
• 競合優位性の分析 
• 知財保護戦略の検討 

 

7. 導入時のリスクと課題 

7.1 機密情報漏洩リスク 

主要なセキュリティリスク 知財業務でのセキュリティ対策 2 によると、以下のリスクが指
摘されています： 

1. データ漏洩: 高度なデータセキュリティ対策と暗号化の徹底が必要 
2. 不正アクセス: アクセス制御と認証システムの強化 
3. 営業秘密の保護: データ匿名化・マスキングによる個人識別情報の保護 
4. 学習データ流出: AI の学習データとして取り込まれた情報の非公知性喪失リスク 

対策の実装 
• データ暗号化（AES、TLS 等） 
• 役割ベースアクセス制御（RBAC） 
• 多要素認証（MFA） 
• データ匿名化・仮名化 

7.2 法的・倫理的問題 

法的課題 IP ランドスケープ業務変革 12 の分析によると、以下の法的問題があります： 
1. 著作権法（第 30 条の 4）: 情報解析目的の文献複製は原則適法だが、データベース

業者との競合で権利者利益を害さない注意が必要 
2. 弁理士法: 特許有効性判断や侵害分析が「鑑定業務」と見なされると弁理士法違反

リスク 
3. 不正競争防止法: 営業秘密を AI に学習させると非公知性を失い保護喪失リスク 

倫理的課題 
• 学習データの偏りによるバイアス排除 
• AI アルゴリズムの透明性確保 

https://note.com/ip_design/n/nd13fd85dfd7d
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/3421abf17ae11bd0ce3a.pdf


• 個人情報保護法等の関連法令遵守 

7.3 AI 分析の正確性問題 

技術的限界 
1. ハルシネーション: 実在しない特許情報の生成リスク 
2. データドリフト: 判断精度の経時的低下 
3. 経営判断リスク: 誤った分析に基づく意思決定による損害 

対策 
• 人的検証プロセスの組み込み 
• 定期的な精度検証と調整 
• 段階的導入によるリスク管理 

 

8. 実装上の課題と解決策 

8.1 既存システムとの連携 

統合課題 
• 既存の特許管理システムとの互換性 
• データ形式の標準化 
• API 連携の構築 

解決策 
• 段階的移行計画の策定 
• 中間データ変換システムの構築 
• クラウドベースの統合プラットフォーム活用 

8.2 人材育成と組織体制 

必要な人材スキル 
• AI 技術の理解と活用能力 
• データ分析・解釈スキル 
• AI ガバナンス・リスク管理能力 

組織体制構築 
• 経営層主導の AI ガバナンス体制 
• 知財・法務・技術部門の連携強化 
• 専任チームによる継続的監査・評価 

8.3 セキュアな運用体制 



運用体制の要件 
• 機密情報の分類・管理制度 
• アクセス権限の厳格な管理 
• インシデント対応体制の構築 
• 定期的なセキュリティ監査 

 

9. 長期的影響と未来展望 

9.1 知財戦略への影響 

戦略の高度化 AI 技術の進化による知財戦略変革 13 によると、以下の変化が予想されます： 
1. IP ランドスケープの進化: データ分析を軸とする戦略立案の主流化 
2. リアルタイム戦略調整: 市場変化に応じた動的な戦略見直し 
3. 予測分析の活用: 将来の技術動向や競合動向の予測に基づく先行投資 

9.2 知財部門専門家の役割変化 

役割の再定義 生成 AI による知財業務変革 14 の分析によると、以下の変化が予想されます： 
1. 戦略的業務へのシフト: 定型業務からより創造的・戦略的業務への転換 
2. AI 管理・監督役割: AI の出力を評価・検証し、最終判断を行う役割 
3. ステークホルダーとの連携強化: 経営層や事業部門との戦略的対話の重要性増大 

9.3 制度への長期的影響 

制度の再定義 特許制度の未来 15 の考察によると、以下の変化が予想されます： 
1. 審査プロセスの変革: AI 駆動の特許審査 16 により、出願から登録までの時間を大幅

短縮 
2. コスト構造の変化: 自動化による取引コスト削減で、より多くの発明者が特許シス

テムにアクセス可能 
3. 品質向上: 予測分析による事前品質評価で、より価値の高い特許の創出 

 

10. 推奨導入戦略 

10.1 段階的導入アプローチ 

第 1 段階: 低リスク業務での試行 
• 情報収集・整理業務での導入 
• 特許検索・分析業務の効率化 

https://www.dir.co.jp/report/consulting/dx/20230907_023978.html
https://www.pate-caree.com/Media/Article/52
https://note.com/innovatornet/n/n01cf3ba56c35
https://readingroom.law.gsu.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=2978&context=gsulr


• 基本的なレポート作成の自動化 
第 2 段階: 分析業務への拡大 

• 特許価値評価の支援 
• 競合分析の高度化 
• ライセンス候補の特定 

第 3 段階: 戦略的業務への統合 
• ライセンス交渉支援 
• M&A デューデリジェンス 
• 事業共創パートナー探索 

10.2 成功のための重要要素 

技術的要素 
• 適切なデータ品質管理 
• セキュリティ対策の徹底 
• 人的検証プロセスの確立 

組織的要素 
• 経営層のコミットメント 
• 部門間連携の強化 
• 継続的な人材育成 

戦略的要素 
• 明確な目標設定 
• 段階的な効果測定 
• 柔軟な戦略調整 

 

結論 

ChatGPT Agent は、企業知財部門における特許権利活用業務に革命的な変化をもたらす可
能性を持っています。特許ライセンス、資産評価、売買・M&A、事業共創の各領域におい
て、大幅な効率化と戦略的意思決定の高度化を実現できると考えられます。 
しかし、機密情報保護、法的コンプライアンス、AI 精度の確保など、慎重な検討が必要な
課題も存在します。これらの課題に対する適切な対策と段階的な導入アプローチにより、リ
スクを最小化しながら技術の恩恵を最大化することが可能です。 
今後、AI 技術の進化に伴い、知財戦略そのものの再定義が進むと予想されます。企業は早
期からの準備と継続的な技術キャッチアップにより、競争優位を確立し、持続可能な知財戦
略を構築することが重要です。 

 



Appendix: Supplementary Video Resources 

 
連携セミナー「ChatGPT を活用した知財業務の革新：AI 技術を ... 
Jun 1, 2023 

 
ChatGPT の知財実務への活用をとことん模索する配信 
Mar 24, 2023 

 
連携セミナー「ChatGPT の活用を見据えた AI による特許書類 ... 
Apr 29, 2023 
もっと詳しく 
 
1 
openai.com 
 
2 
note.com 
 
3 
bizzine.jp 
 
4 
prtimes.jp 
 
5 
patent-revenue.iprich.jp 
 
6 
www.inpit.go.jp 
 
7 
patent-revenue.iprich.jp 
 

https://openai.com/ja-JP/index/introducing-chatgpt-agent/
https://openai.com/ja-JP/index/introducing-chatgpt-agent/
https://openai.com/ja-JP/index/introducing-chatgpt-agent/
https://openai.com/ja-JP/index/introducing-chatgpt-agent/
https://note.com/ip_design/n/nd13fd85dfd7d
https://note.com/ip_design/n/nd13fd85dfd7d
https://note.com/ip_design/n/nd13fd85dfd7d
https://note.com/ip_design/n/nd13fd85dfd7d
https://bizzine.jp/article/detail/11579
https://bizzine.jp/article/detail/11579
https://bizzine.jp/article/detail/11579
https://bizzine.jp/article/detail/11579
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000274.000042056.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000274.000042056.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000274.000042056.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000274.000042056.html
https://patent-revenue.iprich.jp/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6%E5%90%91%E3%81%91/1450/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6%E5%90%91%E3%81%91/1450/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6%E5%90%91%E3%81%91/1450/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6%E5%90%91%E3%81%91/1450/
https://www.inpit.go.jp/blob/katsuyo/pdf/training/2_01.pdf
https://www.inpit.go.jp/blob/katsuyo/pdf/training/2_01.pdf
https://www.inpit.go.jp/blob/katsuyo/pdf/training/2_01.pdf
https://www.inpit.go.jp/blob/katsuyo/pdf/training/2_01.pdf
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/2066/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/2066/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/2066/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/2066/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6%E5%90%91%E3%81%91/2035/


8 
patent-revenue.iprich.jp 
 
9 
note.com 
 
10 
www.jpo.go.jp 
 
11 
patent-revenue.iprich.jp 
 
12 
yorozuipsc.com 
 
13 
www.dir.co.jp 
 
14 
www.pate-caree.com 
 
15 
note.com 
 
16 
readingroom.law.gsu.edu 
 
 

https://patent-revenue.iprich.jp/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6%E5%90%91%E3%81%91/2035/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6%E5%90%91%E3%81%91/2035/
https://note.com/yappyy/n/na00ed34db5ea
https://note.com/yappyy/n/na00ed34db5ea
https://note.com/yappyy/n/na00ed34db5ea
https://note.com/yappyy/n/na00ed34db5ea
https://www.jpo.go.jp/support/example/document/keiei_senryaku_2019/keiei_chizaisenryaku.pdf
https://www.jpo.go.jp/support/example/document/keiei_senryaku_2019/keiei_chizaisenryaku.pdf
https://www.jpo.go.jp/support/example/document/keiei_senryaku_2019/keiei_chizaisenryaku.pdf
https://www.jpo.go.jp/support/example/document/keiei_senryaku_2019/keiei_chizaisenryaku.pdf
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/1950/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/1950/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/1950/
https://patent-revenue.iprich.jp/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%90%91%E3%81%91/1950/
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/3421abf17ae11bd0ce3a.pdf
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/3421abf17ae11bd0ce3a.pdf
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/3421abf17ae11bd0ce3a.pdf
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/3421abf17ae11bd0ce3a.pdf
https://www.dir.co.jp/report/consulting/dx/20230907_023978.html
https://www.dir.co.jp/report/consulting/dx/20230907_023978.html
https://www.dir.co.jp/report/consulting/dx/20230907_023978.html
https://www.dir.co.jp/report/consulting/dx/20230907_023978.html
https://www.pate-caree.com/Media/Article/52
https://www.pate-caree.com/Media/Article/52
https://www.pate-caree.com/Media/Article/52
https://www.pate-caree.com/Media/Article/52
https://note.com/innovatornet/n/n01cf3ba56c35
https://note.com/innovatornet/n/n01cf3ba56c35
https://note.com/innovatornet/n/n01cf3ba56c35
https://note.com/innovatornet/n/n01cf3ba56c35
https://readingroom.law.gsu.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=2978&context=gsulr
https://readingroom.law.gsu.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=2978&context=gsulr
https://readingroom.law.gsu.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=2978&context=gsulr
https://readingroom.law.gsu.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=2978&context=gsulr

